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 Human atrial natriuretic peptide (HANP) is  a hormone with the physiological characteristics 
of a regulator of body fluid volume. We studied whether, or not, it is possible to use HANP as 
a parameter to determine the so-called dry weight (D.W.) in patients on maintenance dialysis. 
   Subjects for experiments included 117 hemodialysis (HD) patients, 18 chronic renal failure 
(CRF) patients under conservative treatment and 20 normal controls. 
   Plasma HANP level was much higher in HD patients than in controls. In  CRF patients 
treated conservatively, there was no significant correlation between plasma HANP and the degree 
of renal dysfunction. In HD patients, plasma HANP showed a significant positive correlation 
with CTR (r=0.408,  p<0.001), but no correlation with the age or duration of hemodialysis. 
During hemodialysis, the plasma HANP level fell with the lapse of time significantly  (p10.001). 
In  HD patients without complications, plasma HANP level after HD were significantly higher 
 (p<0.001) in ones with  CTR of 50% or more than with CTR of less than 50%. 
Plasma HANP may play an important part in regulating the balance of body fluid volume. These 
findings suggest that plasma  HANP is useful as a parameter to determine the D.W. in patients 
on hemodialysis. 
                                                      (Acta Urol. Jpn. 38: 5-8, 1992) 
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対 象 と 方 法
1)対 象(Tablel)
1群は 健 常 老20名。 男 性14名,女 性6名,年 齢 は22
～35歳で 平 均 年 齢 は28.5歳で あ ・)た.
嚢震羊は ア レアチ ニ ン ク ジア ラ ソ スが30澱1/fRiR以
下 の慢 性 腎不 全患 者 で 保 存療 法 を行 って い る患 看18名
で心 不 全,高 血肥 な どの合 併 が な く高食 塩 摂 取 を して
い な い者 と した.そ の 内訳 は 男 性6名,女 性}2名,年
齢は18～68歳で 平均 年 齢 は48.2歳で あ ・)た.
皿群 は 現 在 週3回 の慢 性 血液 透 析 を受 け てい るii7
名 で 男性75名,女 性42名,年 齢 は16～78歳で平 均 年 齢
は52.§歳 で あ った.な お 心 不 全 ・蕩壷 斑 な どの 余 群 の
有無 に よ り4つ の グル ー プ(Gl～G4)に 分 け た ・
2)方 法
HANPの 測 建 に 際 して はSRL社 に 依 頼 しRIA
法(納 患法)に て 行 った.今 國 の わ れわ れ の系 に お け
るiFl常値 は29～74pg/m且で あ ・)た.測定 値 は 平 均値
烹標 準 舗 差 くMeafi±s.Ci.)で表 し,統 計 学 的 有 慧 差





























































桑原,ほ か:血液透析 ・人心房性ナ トリウム利尿ペプチ ド
を 検 討 し た.透 析 前 血 中HANP濃 度 は3053±
151.Opg/mlと高 値 で あ っ た が 透 析1時 間 後 で は
22L8±103.9pg/m1(p<o.ool),4時間 後 で は1313
±65.6P9/ml(P<o.ool)とH寺間 の経 過 つ ま り除 水 の
量 に従 って血 中HANP濃 度 は 著 明に 低 下 して いた
(Fig.2).
5)血中HANP濃 度 を お の お の の群 で 健 常 老 と 比
較 検討 した もの であ る(Fig.3).健 常者 に比 べ 保 存
療 法 中 の 慢 性腎 不 全 では 心 不 全,高 血圧 な どの合 併 症
が な け れ ば 血 中HANP濃 度は43.9±17.Opg/mlと
正 常 範 囲 内 に あ り1群 に比 べ 有 意 の差 は な い.IH群
Glで は341.8±156.9pg/ml,G2では358.7±86.I
pg/ml(p<0.001),G3では190.2±61.lpg!mi,G4





6)皿群G4の 患 者 をCTRSO%,以上 の者 と50%未満
の者 との間 で 透 析 後 の 血中HANP濃 度 を比 較 して
みた(Fig.4).CTR50%以 上 の 者 の 血 中HANP
濃 度 は117.4±32.7pg/ml,CTRが50%未満 の 者
は66.5±38.1pg/m1とp〈O.OiでCTR50%以上 の




















































は逆の結果をえた.い ず れに して も腎機 能 自体 と
HANPが 一定の関係を示すかどうかはさらに検討を
要する問題かと思われる.



























HANPに は α,β,γの分子型が あるのは よく知
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